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【学会議〕

1 山名早人:″ 検索エンジンの信頼性
″
′人工知能学会誌′Vd 20,No 6,pp 752-759(20∞ 11)

2 村岡洋一、山名早人、松井くにお、橋本三奈子、赤羽匡子、萩原純一 :″ 1∞偉規模のWebベージ収集・分

析への挑戦
″
′1青報処理、Vo149,No,1,pp1277-1280(2∞ 811)

【論文誌】

:由誦%靴鵞轟呻 茎滲 i翼プ
下位部分の収集・解析

″
.日 本データベース学会論

3 上田高徳,平手勇宇′山名早人|″ システムコールレベルのアクセスログを用いたデイスクアクヒ々 タヽーン

マイニング
″
,日 本データベース学会論文誌′Ⅶ L躍

駅 賃J男選遥鶏 刀レゴリズム高週 ヒのため4億
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7客経詈L見露婁鴬導鋪摯芹り酬漁暴理プ3多肥卜数に対する信頼性の検証■日本
デ→ ペース学会論文誌′Vo17′ No 3,pp 31-36(200812)

[研究会 ]

1 中村智淑 Ml),平野孝佳,平手勇字,山名早人r単独記事フィルタリングを用いた時系列ニュース記事分

類法の提案■信講 対照データエ学研究斜 ′Ⅷ lMう
場誓 多野 跳 駄 &日 本語版ウィキベデ2 曽根広ヨ Ml),吉田泰明,平手勇宇,山名早人r

ィアの影響力
″
1詳技報 デー虹 学研究劉 ′Ⅷ

瞬 翠ズ寧饗現諮翼髪:l署量台数(嗽札 颯 編集3 櫻井宏樹(Ml),古田泰明,平手勇宇,山名早人r

者の信頼劇 」定手法
″
r言常 支幸Kデ ータエ学研

融資 覚 耀 抒 嘗 黒:ν塾 堅 聯 髪ぷ ヒ 1108′4 山名早人
`計
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1∞億規模のWebベージ収|
No 93′ p95(2008619-20)

5 上田高徳(口 )rメニーコア時代に淑 ナるosレ ベルでのソ0最適化
″
′情報研報 (lDBワ ークショップ)′

V。 12008,No56,p130(2008619-20)
6 平手勇宇′片灘弘晶′山名早人 :″ 全世界の Webホストの地理的位置・パックリンク数の解析

″
′情報研報

71籠ど響皇ず脳載:明毛片性ンマイニングによるo銚/刈レでの動掬/Ottr′情
処研幸KDBS)/DB2008′ Vo12008,No 88,pp 73-78(20089)

8 飯村卓也、平手勇宇、山名早人 :″webベージ間の関連性の伝離 用いたWebコミュニティ抽出手法
″
,情

処研報(DBS)/1DB2∞8′ Vo12CIC18′ No 88,pp 133-138(20089)

9 舟橋卓也、上田高徳、平手勇宇、山名早人 :″商用検索エンジンのヒット数に対する信束目性の検証
″
1青処

研潮KDBS)/iDB2C08,Vo12爾 ′No 88,pp 109-144(20089)
lo 松永拓,片瀬弘晶,上田高徳,久保田展行,森本浩介,平手勇宇,山名早人

`グ

ラフデータ処理エンジン

H霧震籍響辟操滓J毀麗腎ε甥講署掘総 Jゴリズム拡張t第 2回刀レJ
リズム研究会 (2009100)

12 松崎勝彦′平手勇宇山 名早人
`核

となるアイテムセットによる頻出アイテムセット抽出数椰臓 手法
″
′

D日曖 009(200938-10)
13 吉田泰明′平手勇宇,山名早人

`商

用検索エンジンにランキングされたサイトのランク変動パターンの解

析
″
,D□陀動 し00938¬0

14 久保田展行,上田高徳′山名早人

“

ウエブクローラ向けの効摩的な重複URL検出手法
″
′D日曖 009

0田 38■ 0
15 飯村卓也′平手勇宇′山名早人

`Webベ

ージ間の関連性の伝播を用いたWebコミュニティ抽出手法の評
イ面
″
,DEIN2009(200938-10)

16 舟橋 卓也平手 勇宇山名 早人ri館社1ット数のクラスタリングを用いた補正手法の検討
″

,

DEl駿∞9(20∞ 38-10)
17 永井洋平′黒木さやか,山名 早人

`印
象語からの概念推定システム

″
′信学技報(WeLインテ|リジェンスと

インタラクシヨン研究会)(2009323-25)
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